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Ⅰ．百舌鳥古墳群探鳥会で出現が予想される野鳥

Ⅱ．その他の写真

百舌鳥古墳群は、現在47基の古墳からなっ
ています。面積では国内最大の大山陵古墳
をはじめ、第3位の履中天皇陵古墳、第8位の
ニサンザイ古墳等があります。
今回の探鳥会では、その内、いたすけ古墳、
履中天皇陵古墳、七観音古墳、グワショウ坊
古墳、旗塚古墳、孫太夫山古墳、大山陵古墳
を巡ります。
鳥類では留鳥として、ダイサギ、アオサギ、
カルガモ、ミサゴ、オオタカ、バン、キジバト、
ヒヨドリ、、シジュウカラ、メジロ、カワラヒワ等
が生息します。

特にオオタカは夏期にも大山陵古墳や履中
天皇陵古墳で確認されており、繁殖の可能性

があります。
冬鳥としてオシドリ、マガモ、コガモ、ヨシガ
モ、ヒドリガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、ミ
コアイサ等のカモ類やノスリ、シロハラ、ツグミ、
アオジ、アトリ、マヒワ、シメ等が渡来します。
特に、オシドリは履中天皇陵古墳と大山陵

古墳の池に渡来します。オシドリは、大阪府
下では、平地や丘陵地で、ドングリの実をつ

けるブナ科の照葉樹が池畔に繁茂している

人造池を好んで飛来するようです。
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